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日立志望特許

ベクトルデータ処理装置

従来のスーパーコンピュータでは,

主記憶装置内のベクトルデータに演算

を施す場合,主記憶装置と演算器の間

に設けられた複数のVR(ベクトルレジ

スタ)の一つに,そのデータを格納して

から演算を施す｡その際,そのデータ

の全要素を連続してVRに格納するこ

とはできたが,任意の要素を指定して

それらを連続的に格納することはでき

なかった0このため,∵部の要素につ

いてだけ演算を必要とする場合の処理

時間が大きいという問題があった｡

本発明はこの問題を解決したもので

あり,図1に示すように,VR群のいず

れか一つ(例えばVR#邦)に,一部の要素

(例えばD2,D｡,D5,D｡‥‥‥)を指定す

るデータをあらかじめ格納しておく｡

このデータとしては,例えばそれらの

要素の主記憶アドレスA2,A｡,……と

先頭要素DlのアドレスAlとの差』2,

』｡,===を用いる｡また,アクセス回

路④のレジスタ(9には先頭要素アドレ

スAlを格納しておく｡VR#乃からデータ

を連続して読み出し,加算器⑥でそれ

ぞれに先頭要素アドレスAlを加算し

て,格納したい要素のアドレスA2,A｡,
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図l 本発明の要部ブロック図
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2.提供技術

……を遠縁して生成
し,これらにより主記

憶装置(丑をアクセスL

て要素D2,D4,……を

連続して読み出し,

VR,例えばVR#オ に

格納する｡格納された

要素に対しては,従来

と同じ方法によってパ

イプライン演算器(卦に

より演算を連続して施

すことができる｡

t.特長･効果

(1)一部の要素に対し

てだけ演算が必要な場

合,処三哩速度が向上す

る｡この際,同一要素

が重複して使用されて

もよい｡

■関連特許の実施許諾

●特許第1394740号(特公昭6卜60473号)

｢ベクトルデータ処理装置+

ベクトルデータ処理装置

従来のスーパ】コンピュータでは,

あるVR(ベクトルレジスタ)へのベクト

ルデータの書込みを要求する先行命令

の実行中に,同じVRからベクトルデー

タの読出しを行う後続命令を並行して

実行することは,その後続命令が特定

のタイミングで解読きれた場合だけ可

能であった｡このため,並列実行でき

る命令が制約され,処理速度上問題で
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あった｡

本発明は,匡=に示すように,各VR

②に書込みカウンタ③と読出しカウン

タ(彰を設けることによってこの問題を

解決した｡制御部⑦は順次供給される

命令に応答して,これらのカウンタを

選択的に起動する｡例えば,ある命令

に応答してVR#1の読出しカウンタ④

を起動して処羊里回路⑤に送るべきベク
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図l 本発明の要部ブロック図

処理回路

トルデータを読み出し,VR#2に対する

書込みカウンタ③を起動して処:哩回路

⑤から出力されるベクトルデータを書

き込む｡その書込み完了前の任意のタ

イミングに供給された第2の命令がVR

#2のベクトルデータを用いて主記憶装

置(卦から別のベクトルデータの読み出

しを要求する場合,VR#2に対する読出

しカウンタ④を起動してベクトルデー

タを読み出し,処理回路⑥へ送出し,

VR#乃に対する書込みカウンタ③を起

動して,処理回路⑥が主記憶装置(丑か

ら読み出した,上記別のベクトルデー

タの書込みを行う｡

l.特長･効果

同一のVRに対して,書込みを行う命

令と読出しを行う命令を並行して行え

るので,命令実行速度が向上する｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1369Z98号(特公昭6l-31502号)

｢ベクトルデータ処理装置+
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日立忘悪特許

データ処理装置

従来のスーパーコンピュータでは,

あるVR(ベクトルレジスタ)へのベクト

ルデータの書込みを要求する先行命令

と,そのVRからのベクトルデータの読

出しを要求する後続命令を並行して実

行できるのは,(1)後続命令がある特定

のタイミングで実行開始され,かつ(2)

先行命令によるベクトルデータの書込

みが連続クロックサイクルに行える場

合に限られていた｡

本発明は,このような問題を解決し

たものである｡図1で,ロード命令が

実行され,ロード/ストア回路(卦がベク

トルデータを主記憶装置①から読み出

す場合,主記憶装置①の内部で生じる

バンクコンフリクトなどのために読出

しが間欠的にしか行えないことが生じ

る｡制御回路(9は,このような間欠的

に読み出されたベクトルデータをある
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図l 本発明の要部ブロック図

VR(例えば#2)に書き込むとともに,後

続の清算金令が同じVR#2の読出しを

要求する場合,そのVRにi欠に読み出す

べきベクトル要素が既に書き込み済み

かを検出した上で読出しを行い,音寅算

器④へ送るとともに,読み出し有効信

号⑦を遅延回路⑥へ送出し,その信号

を演算器④の演算時間だけ遅延して出

力される信号⑧に同期して,演算器⑥

から間欠的に出力される演算結果を演

算命令が指定するVRに書き込む｡以上

の方法により,先行命令によるVRへの

書込みが間欠的になされていても,後

続命令のための読出しを書込みと並行

して,かつ任意のタイミングで開始で

きる｡

1.特長･効果

命令を並行して実行できる場合が著

しく増大し,命令実行速度が向上する｡

2. 提供技術

■関連特許の実施許諾

●特公昭6ト52512号

｢データ処理装置+

記憶制御装置

ベクトル処理装置では,複数の演算

器を同時に動作させるのが普通であり,

このため主記憶装置に対するアクセス

要求発生源が複数存在する｡

この発明は,アクセス要求発生源が

複数存在する場合において,主記憶装

置のアクセスを制御するための記憶制

御装置に関するものである｡

図1は本発明の説明図であり,ベク

トル処理装置での主記憶装置のアクセ

ス系を示している｡同図で,アクセス

要求装置は主記憶装置に対するアクセ

ス要‾求を発生するものであー),ベクト

ルi寅算装置に対し複数個接続されてい

る｡アクセス要求スタック装置は,ア

クセス要求装置からのアクセス要求を

一時蓄えるものであり,アクセス要求

装置に対応して設けられている｡主記
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憶装置はそれぞれ独

立に動作可能な複数

の記憶ユニットから

成る｡優先順位決定

装置は,複数のアク

セス要求の優先順位

を決める ものであ

り,記憶ユニットの

各々に対応して設け

られている｡

以上で,あるアク

セス要求装置からの

アクセス要求は,対

応するアクセス要求

スタック装置内のス

タッカに一時蓄えら

れた後,アクセスア

ドレスによって定ま

る記憶ユニットに対

応する優先順位決定装置内のラッチに

セットされ,その後,優先順位決定回

路によって他のラッチにセットされた

アクセス要求との間で優先順位が決め

られ,その順位に従って記憶ユニット

に送出される｡

アクセス要求スタック装置には,そ

こからアクセス要求が一つ優先順位決

定装置に送出されると＋1,そこからの

アクセス要求が一つ優先順位決定装置

から記憶ユニットに送出されると¶1

されるアクセス要求数カウンタが備え

られ,これの内容によってスタッカから

のアクセス要求の送出が制御される｡

1.特長･効果

(1)一つのアクセス要求スタック装置

からのアクセス要求を,記憶ユニット

ごとに設けられた別々のラッチに連続

してセットすることが可能となる｡

(2)短い周期(例えば,1クロックピッ

チ)で主記憶装置にアクセス要求を送

出することができる｡

2.提供技術

l関連特許の実施許諾

●特許第132名引3号

(特公昭60-54694号)

｢記憶制御装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は･･･株式食杜日立製イ亡布 引00東京都千代田区丸の内一丁目5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3…(直通)特許部特許営業グループ
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｢

中規模製造業向け統合生産管理システム"PCIM”

近年,CIM(コンピュータ統合生産シ

ステム)化の流れに伴い現行システムの

見直し,新システムの開発など生産管

理のシステム化需要は極めて盛んであ

る｡

しかし,システム開発には多大の費

用と期間,及びソウハウを必要とする｡

そのユーザーニーズにこたえるため,

このたび最新のソフトウェア生産技術

を用いて,中･′ト形コンピュータ向け

プログラムパッケージPCIMを開発し

た｡

1.主な特長

(1)サブシステム単位の導入が容易

PCIMは,業務別,段階別に導入でき

る｡データ登録,主処理,処理状況の

確認も,サブシステム単位の構造にな

っている(表1)｡
(2)システム仕様の修正,保守が容易

システム開発支援ツール"EAGLE''

でプログラム,データベース,画面の

修正･改造が容易にできる(図1)｡

表I PCIMを構成するサブシステム

サブシステム 機 能 概 要

生 産 計 画* 生産品日の生産準備用大日程計画,負荷計画及び購買計画

技術情妻板管理 生産管理に必要な基準の一元管理

資材所要量計画 手配すべき正味所要量の算出(MRP)

購買納入管理 購買品及び外注加工品の調達管王里,価格管王里

日 程 計 画* エ程別製品,部品,加工,組立計画(小日程計画)及び作業指示
工 程 管 理* 内作品及び外作品の作業管理,実績収集,進捗管理

在 庫 管 理 部品,原材料の在庫管理及び棚卸

原 価 管 理* 製造原価の才巴寸屋(標準原価計算)

運 用 支 援 PCIM統合生産管理システム全体の運用

注:*は開発予定システムを示す｡

区= EAGLEによるPCIMの画面定義

(3)マニュアルレスのシステム

PCIMの仕様は,サンプルシステムに

よって簡単に理解できる｡

2.稼動環境

(1)機種･…‥M630,M640,M660,M

220,M240シリーズ

(2)OS……VOSl/ES2,VOSl/ES

(3)言語……拡張COBOL

(日立製作所 情報事業本部

夕事業部)

コンビュー

日立クリエイチイプワークステーション2050/32

オフィスオートメーションの飛躍的

な進歩を望む利用者屑の期待にこたえ

て,マルチタスク,マルチウインドウ,

マルチセッション,マルチメディア処

理を実現した2050は,新しい時代をリ

ードした野心作として好評を博してい
る｡一方,ワークステーションの適用

分野の拡大と,それに伴う利用者層の

増大につれて,より高度で高性能化を

求める声も強く,これらのニーズにこ

たえるため,32ビットマイクロプロセ

ッサを搭載し高性能化するとともに,
ホストコンピュータとの連携処理,ワ

ークステーション間のネットワーク機
能を強化した2050/32を新たに開発し

た(図1)｡

攣転転

図1 2050/3Z

1. 主な特長

(1)最新のハードウェアテクノロジー

メインプロセ､ソサに68020(20MHz)

を採用し,キャッシュメモリ,表示制

御プロセッサの強化,演算プロセッサ

標準装備などによって2050の3倍以上

の性能向上を実現した｡主記憶は最大

16Mバイト,仮想メモリ空間4Gバイ

ト,ファイル容量は616Mバイトまで拡

張可能である｡

(2)充実したネットワーク機能

日立トークンリングネットワークTR

4とWS-NETなどのLANへの接続を可

能にL,2050シリーズ間でのファイル

共用,プリンタ共用を実現した｡これ

表t 主な仕様

によl)水平垂直分散ネットワークが構

築できる｡

(3)強力なホストコンピュータとの連

携処理

システムOA機能を強化し,2050シリ

ーズの仮想事務机からMシリーズホス
ト(VOS3)とのメールサービス,データ

ベースサービス,キャビネットサービ

スなどが利用できる｡

2.主な特長

表1に2050/32の主な仕様を示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

項目 形式 2050(柑ビットモデル) 2050/32(32ピットモテリレ)

制 御 部

プ ロ セ ッ サ 16ピットマイクロプロセッサ(68010) 32ビットマイクロプロセッサ(68020)*

メインメモリ容量 2Mバイト(最大4Mバイト) 4Mバイト(最大16Mバイト)頼

フレームメモリ容量 1Mノ(イト

フロッピー

テーィスク

サ イ ズ 3.5in

容 里 両面高密度1Mバイト(フォーマット時)/台

搭 載 台 数 l台

ハード

ディスク

容 里 40Mバイト/65Mバイト 88Mノヾイト

搭 載 台 数 l台十(外部手妾続二 2台) 】台十(外書β接続:6台)

表示能力

文 字 構 成
半角文字:8×16ドット,全角文字:16×16ドット

半角文字:12×24ドット 全角文字:24×24ドット

文 字 種 英･数字,仮名:158種(スペース含む)KEIS:約7′000種(+lS第l･第2水準を含む)

表 示 属 性 リバース/拡大(縦2倍,横2倍,縦横2倍)縮小(l/4)けい線7種

解 像 度 l120ドット×780ドット

カ レ ン ダ 時 計 リチウム電池によるハックアツ7

l/0 ス ロ ッ ト 5スロット 7スロット

プリ ン タ イ ン タ フ ェース 標準装備

注:* 数値演算プロセッサ68881標準装備 ** キャッシュメモリ64kバイト 標準装備
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製品紹介

中･小形コンピュータ"HITAC M-640,M-630”の開発

HITAC M-640,M-630及び新OS

VOSl/ES2は,事業所や部門への設置

を容易にするコンピュータとして,部

門･分散システム機能及びシステムOA

機能を強化したコンパクトで高いコス

トパフォーマンスを持つシステムであ

る｡

l.主な特長

(1)最新の超高集積CMOSとバイポー

ラLSIによりワンカードCPUを実現し,

高速データ処理,小形化かつ省エネル

ギー化を区Ⅰった｡

(2)31ビットアドレッシングのj采用｡

(3)各プロセッサ内では,上位モデル

‥宍､司

区Il小形コンピュータ｢H汀AC M-630シ

ステム+

へのフィールドアップグレードが可能｡
(4)各種入出力制御機構を内蔵してお

I),省スペースのコンパクトシステム

を構成できる｡HITAC M-630(図1)

では,小形･高速の才蔵気ディスク装置

を最大4台内蔵した壁づけ設置が可能

なワンボックスシステムを実現した｡

(5)高集積化,自動運転機能及びRAS

機能の強化により高信頼性を実現し

た｡

表l 主な仕様

(6)新入出力装置による高性能システ

ム(表1に示す)｡

(7)新中形OS"VOSl/ES2''ネットワ

ーク機能,システム開発支援機能はも
とより,新しいニーズに対応したホス

ト機側から分散機を制御する｢部門分

散システム:DDC+,システムOAを支

援する｢帳票データ配布システム:

"Form-MMC''などをサポートする｡

(日立製作所 情報事業本部 製品企画部)

項目 機種 H汀AC M-630/10,20,30.40 HITAC M-640/10,20,30,40
モ デ ル 数 4 4

+-470×=lと し た相対性能比 約3～約7.5

M-220KX=lと した相対性能比 約2～約7

命 令 プ ロ セ ッ サ 数 l l 2(モデル40)

主 記 憶
素 子 1Mビット DRAM

容 量 最大32ノ/64Mバイト 最大128Mバイト

チ ャ ネ ル
最大 チ ャ ネ ル数 6 】6

トータルスループット 20Mバイト/秒 40Mバイト/秒 60(モデル40)
回 線 数(内蔵機構) 最大32 最大26

ワークステーシ ョ ン接書院台数 最大256台

+AN(CS経由) WS.NET,TR4

新
入

出
力

装
置

H-6527-レ2形ディスク駆動装置
360Mバイト又は560Mノヾイト

(4台までプロセッサに内蔵)

H-6556-1形ディスク駆動装置 l′260～5′040Mノヾイト

H-6485-5′/■31形】義気テープ装置 200Mバイト/′巻(24kバイト/ブロック) 200Mバイト/巻(24kバイト/ブロック)
(カートリッジ形) 360Mバイト/巻(データ圧縮時)

H-6916-Kl形半導体記憶装置 16M/ヾイト～256Mバイト

サ ポ ー ト O S VOSl./ES2 VOSりES2.VOS3
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昭和63年度の日立技術の展望

本年の御愛読を厚く御礼申し上げます｡

次号,昭和63年新年号(Vol.70,No.1)は,恒例により｢昭

和63年度のH立技術の展望+を特集致します｡

なにとぞ,引き続き御愛読を賜りますようお願い申し上げ

ます｡
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